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令和７年１０月１６日 

 

件名 井出二子山古墳の正面木製階段の完成について                    

 
今年度８月より実施していた史跡保渡田古墳群にある井出二子山古墳の階段工事が完了

しました。10 月 18 日（土曜日）に開催される「かみつけの里古墳祭り」の「王の儀式」

再現劇で初めて使用することになります。 

階段の材料には市内で育った杉材を使用しています。このように地元産木材をふんだん

に使用した史跡整備は全国的にみても珍しいことです。ご多用のところ恐れ入りますが、

ご取材いただけたら幸いです。 

 

【令和７年度 史跡保渡田古墳群 井出二子山古墳 階段修繕工事】 

１ 場  所：井出町 井出二子山古墳内 

２ 工  期：令和７年８月～ 

３ 工事内容：園路木製階段の高崎市産材による修繕 

材 料 ：高崎市産杉材（防腐加工） 

規 格 ：1800×120×180（mm）（既存と同様） 

数 量 ：約 300 本（133 段） 

位 置 ：別紙のとおり 

工 法 ：直接設置、かすがい接続 

４ 契約額 ：5,170,000 円（税込み） 

財 源 ：森林環境贈与基金 

 

※令和 8年度は墳頂西側や中島等の階段工事を予定しています。 

            

                                       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

PRESS RELEASE 報道機関配布資料 

■二子山古墳の保存整備のコンセプト 

 二子山古墳は史跡保渡田古墳群のなかで最も良好な保存状態であることを踏まえて、

墳丘は現状のまま平成２０年度に整備しました。 

 長年経って木製階段の痛みが目立ってきたため、今回、当初のコンセプトを承継・発

展させ、市産材で木製階段を整備することになりました。 






